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童謡賛歌①

いい旅、二人旅、心の旅 現代版「西国巡礼の旅」
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ああききららめめてていいまませせんんかか？？尿尿失失禁禁 岩崎 秀昭

病をふせぐ
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記記

わ
た
し
が
両
手
を
ひ
ろ
げ
て
も
、

お
空
は
ち
っ
と
も
と
べ
な
い
が
、

と
べ
る
小
鳥
は
わ
た
し
の
よ
う
に
、

地
面

じ
べ
た

を
は
や
く
は
走
れ
な
い
。

わ
た
し
が
か
ら
だ
を
ゆ
す
っ
て
も
、

き
れ
い
な
音
は
で
な
い
け
ど
、

あ
の
鳴
る
す
ず
は
わ
た
し
の
よ
う
に

た
く
さ
ん
な
う
た
は
知
ら
な
い
よ
。

す
ず
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ
か
ら
わ
た
し
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
。

こ
の
春
、
童
謡
詩
人
・
金
子
み
す
ゞ
の
生
涯
を
描
く

映
画
の
ロ
ケ
が
詩
人
の
ふ
る
さ
と
仙
崎
で
始
ま
り
ま
し

た
。
み
す
ゞ
が
20
歳
ま
で
過
ご
し
た
仙
崎
は
日
本
海
に

表表紙紙イイララスストト■■野野田田市市在在住住ののイイララスストトレレーータターー・・本本橋橋 尚尚徳徳

ささんんがが童童謡謡「「わわたたししとと小小鳥鳥ととすすずずとと」」ををイイメメーージジししてて描描いいたた

CCGG作作品品でですす。。本本橋橋ささんんはは、、野野田田出出身身のの作作曲曲家家・・山山中中直直治治のの

童童謡謡のの世世界界ををＣＣＧＧでで表表現現しし注注目目をを集集めめてていいまますす。。 昨昨年年、、

『『よよううここそそ歌歌のの童童画画館館』』（（新新科科学学出出版版社社))発発刊刊。。

（
山
口
県
長
門
市
）

おおいいししいい時時間間 ①①
●伊東 博子さん 横山 志ま子さん 坂倉 徹さん

白樺文学館、商い資料館、ウコン、大内かっぱハウスほか

生涯現役■野　吉之助さん

●指導／千葉伝統郷土料理研究会　橋本かな江面
し
た
漁
業
の
街
。
童
謡
に
出
て
く
る
場
所
が
点
在
し
、

「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず
と
」
の
詩
碑
が
長
門
市
内
の

仙
崎
小
学
校
と
、
み
す
ゞ
公
園
に
あ
り
ま
す
。



みすゞ公園から眺める仙崎の街。右手に仙崎湾と港、奥に青海島（国指定名勝）が見えます

JR仙崎駅舎内にあるみすゞ館

（写真はいずれも長門市提供）

3

■みすゞ館（JR仙崎駅舎内）
みすゞの生家をイメージしたギャ
ラリーで書籍や写真などを展示。
0837-26-4711

■金子みすゞ記念館
長門市内のショッピングセンター
「ウェーブ」内。遺品資料の展示室
や図書室など。 0837-22-2656
■全国各地のみすゞ会
18団体。詳しくは、スペースみすゞ
コスモス 03-3200-7795
■映画「みすゞ 」2001年7月公開予定
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■
壮
大
な
歴
史
を
物
語
る
大
寺
院

琵
琶
湖
を
見
下
ろ
す
長
等

な
が
ら

山さ
ん

の
山
腹
に
位
置
す
る
園
城

寺
は
、
天
台
寺
門
宗
の
総
本
山
で
あ
り
、
近
江
を
代
表
す

る
大
寺
院
で
、
一
般
に
は
三
井

み

い

寺で
ら

と
い
う
名
で
人
々
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

寺
の
草
創
は
古
く
、
千
三
百
年
余
り
前
、
天
智
、
弘
文

今もなお不思議な音をたてて湧く霊泉

（
大
友
皇
子
）、
天
武
三
帝
の
勅
願
に
よ
り
大
友
皇
子
の
子
、

大
友
与
多

す
え
ま
さ

王
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

三
井
寺
の
別
称
は
、
今
も
境
内
に
湧
き
出
て
い
る
霊
泉

を
天
智
、
天
武
、
持
統
の
三
天
皇
の
産
湯
と
さ
れ
た
こ
と

か
ら
「
御
井

み

い

の
寺
」
と
呼
ば
れ
、
後
の
平
安
時
代
に
寺
を

再
興
し
た
空
海
の
甥
、
智
証

ち
し
ょ
う

大
師
円
珍

え
ん
ち
ん

が
三
部
灌
頂

さ
ん
ぶ
か
ん
じ
ょ
う

の
法

水
に
こ
の
霊
泉
を
用
い
た
伝
え
か
ら
、
三
井
寺
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
眼
下
に
琵
琶
湖
を
眺
め
建
つ
観
音
堂

西
国
札
所
の
観
音
堂
は
、
樹
木
の
茂
る
広
い
寺
域
の
南

東
の
高
台
に
あ
り
、
ふ
も
と
の
長
等

な
が
ら

神
社
の
横
の
表
坂
、

1
4
9
段
の
石
段
を
登
る
と
正
面
に
ど
っ
し
り
と
し
た
二

層
屋
根
を
見
せ
ま
す
。
観
音
堂
前
の
展
望
台
か
ら
は
眼
下

に
大
津
の
町
並
み
、
琵
琶
湖
の
向
こ
う
に
は
三
上
山
や
伊

吹
山
の
美
し
い
姿
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
湖
上
に
ひ
ろ
が
る
鐘
の
音
と
弁
慶
の
伝
説

金
堂
前
の
鐘
楼
に
か
か
る
梵
鐘
は
「
三
井
の
晩
鐘
」
と

し
て
近
江
八
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
宇
治
の
平
等
院
、

神
護
寺
と
と
も
に
日
本
三
名
鐘
の
音
色
で
も
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
霊
鐘
堂
に
は
「
弁
慶
の
引ひ

き

摺ず

り
鐘
」
と
呼
ば
れ
る

鐘
も
あ
り
、
比
叡
山
と
の
間
で
争
い
が
起
こ
っ
た
際
、
弁

慶
が
そ
の
怪
力
で
引
き
摺
り
持
ち
帰
っ
た
も
の
の
、
ま
と

も
な
音
が
出
ず
、
怒
っ
た
弁
慶
は
谷
底
へ
突
き
落
と
し
、

後
に
こ
の
「
破わ

れ
鐘
」
を
三
井
寺
へ
戻
し
た
と
い
う
伝
説

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

長等山を飾る春の夜のライトアップ
奈良時代の作とされる弁慶の引摺り鐘

観音堂から広がる大津の町並みと琵琶湖
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■
自
然
豊
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る
願
い
の
寺

御み

寺て
ら

と
呼
ば
れ
る
皇
室
ゆ
か
り
の
菩
提
所
、
新
那
智
山

観
音
寺
は
今
熊

い
ま
く
ま

野の

観
音
寺
と
も
呼
ば
れ
、
京
都
の
東
山
三

十
六
峰
の
ひ
と
つ
月
輪
山

つ
き
の
わ
や
ま

の
ふ
も
と
に
位
置
し
ま
す
。

東
大
路
通
沿
い
の
賑
や
か
な
今
熊
野
商
店
街
を
過
ぎ
、

泉
涌
寺

せ
ん
に
ゅ
う
じ

道
と
呼
ば
れ
る
参
道
を
歩
く
と
や
が
て
、
観
音
寺

の
「
い
ま
く
ま
の
」
の
石
標
。
こ
こ
を
左
に
曲
が
っ
て
坂

道
を
下
る
と
朱
塗
り
の
鳥
居
橋
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
の

医
学
の
発
展
に
尽
く
し
た
人
を
祀
る
日
本
唯
一
の
医
聖
堂

橋
の
左
手
の
こ
ん
も
り
と
し
た
茂
み
の

上
に
、
観
音
寺
の
大
講
堂
が
顔
を
の
ぞ

か
せ
て
い
ま
す
。
周
囲
を
深
い
森
に
包

ま
れ
た
参
道
は
、
市
街
地
の
喧
騒
が
う

そ
の
よ
う
な
静
け
さ
で
す
。
境
内
の
紅

葉
は
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
す
。

■
お
大
師
さ
ん
ゆ
か
り
の
観
音
寺

東
山
に
瑞
雲

ず
い
う
ん

が
た
な
び
く
の
を
不
思

議
に
思
っ
た
弘
法
大
師
空
海
が
こ
の
地

を
訪
れ
た
時
の
こ
と
。
熊
野
権
現
と
名
乗
る
老
人
が
一
寸

八
分
（
約
5.

5
セ
ン
チ
）
の
十
一
面
観
音
像
を
大
師
に
託

し
、
祀
る
よ
う
言
い
残
し
て
立
ち
去
り
ま
す
。
大
師
は
嵯

峨
天
皇
に
願
い
出
て
堂
を
建
て
、
新
た
に
十
一
面
観
音
像

を
彫
り
、
胎
内
に
託
さ
れ
た
観
音
像
を
納
め
て
奉
納
し
た

の
が
当
寺
の
興
り
。
後
に
花
山
上
皇
の
参
拝
を
得
て
西
国

三
十
三
所
霊
場
と
な
り
、
一
時
は
鴨
川
ま
で
観
音
寺
大
路

が
通
じ
て
い
た
ほ
ど
の
大
伽
藍
を
誇
り
ま
す
が
、
応
仁
の

乱
の
兵
火
で
諸
堂
を
焼
失
し
た
の
ち
泉
涌
寺
の
一
院
と
し

て
再
興
し
ま
し
た
。

■
知
恵
授
け
と
ぼ
け
封
じ
の
寺

後
白
河
天
皇
の
頭
痛
を
治
し
た
と
し
て
頭
痛
平
癒
、
厄

除
け
開
運
の
信
仰
が
あ
り
、
知
恵
の
観
音
様
と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
ぼ
け
封
じ
三
十
三
観
音
の

一
番
札
所
と
し
て
も
有
名
で
、
大
師
堂
の
前
に
立
つ
観
音

様
の
足
元
に
は
、
奉
納
さ
れ
た
小
さ
な
石
仏
が
ぎ
っ
し
り

と
並
ん
で
い
ま
す
。

泉涌寺通りから観音寺参道へ

お
前
立
本
尊
十
一
面
観
世
音
を
祀
る
本
堂

現在の本堂は奥之院の巡礼堂にすぎなかったともいわれています
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大津を訪れたら一度は乗りたい琵琶湖遊覧
船。湖上から眺める大津の町並みはまた趣
が違って旅に彩りをそえます。90分コース、
2,640円より。琵琶湖汽船　 077-524-5000

●
琵
琶
湖
遊
覧
船

●
豪
華
な
大
津
祭

天孫
てんそん

神社の祭礼で10月の体育の日の前々日
が宵宮、前日が本祭。江戸初期に始まりそ
の後大津町人の経済力を背景に豪華になりま
した。本祭では13基もの曳山が町中を巡行。

●
内
蔵
助
建
設
の
茶
室

含翠軒
がんすいけん

は観音寺の隣の来迎院にあり、大石
内蔵助が建てたとされる茶室。当時の住職
と内蔵助が外戚関係にあったことから討ち
入りの密議が行われたともいわれている。

●
奈
良
最
大
の
東
福
寺

東福寺は摂政九条
くじょう

道家
みちいえ

の発願により建長7
年（1255）に完成した九条家の氏寺。寺の名
前は、奈良時代最大の東大寺と藤原鎌足
発願の興福寺に由来します。

●大津絵 江戸初期に東海道
を往来する旅人の土産として売
られたのが起源です。絵柄は鬼
の寒念仏、藤娘など多彩。味わ
い深く素朴な美しさに人気が集
まっています。絵馬などもあり、
写真は絵皿。

●長等山　園城寺（三井寺）

●新那智山　観音寺（今熊野観音寺）

滋賀県大津市園城寺

町246 077-524-2416

■拝観料 入山500円

■御詠歌　いで入る

や波間の月を三井寺

の鐘のひびきにあく

る湖■交通　京都駅

からJR琵琶湖線で大

津駅下車バス10分

■観光の問い合わせ
大津市観光課 077-528-2756 http://www.city.otsu.shiga.jp/
大津市観光協会 077-528-2772
京都市観光協会 075-752-0227 http://www.kyokanko.or.jp/

京都市東山区泉涌寺山

内町32 075-561-5511

■拝観料　入山無料

■御詠歌　昔より立

つとも知らぬ今熊野

仏の誓ひあらたなり

けり■交通　京都駅

からJR奈良線で東福

寺駅下車徒歩約20分



家家
庭庭
でで
作作
れれ
るる

漬物は食卓にはかかせない一品です。

最近では手間のかかる古漬けよりも

手軽にサラダ感覚で食べられる浅漬けなどが人気です。

今回は、春から夏にとれる旬のカブとキュウリを使った

浅漬けの一種「むらさき漬け」を

ご紹介します。
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〈
6
〜
10
人
前
〉

カ
ブ
…
葉
を
除
い
た
大
き
め
の
も
の
5
個
　
キ
ュ
ウ

リ
…
1
本
　
セ
ロ
リ
…
約
1
本
　
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
…

5
〜
6
個
　
桜
エ
ビ
…
適
量
　
昆
布
…
10
cm
×
5
cm

く
ら
い
1
枚
　

つ
け
汁(

う
す
く
ち
し
ょ
う
ゆ
…
1
5
0
cc

酒
…
大

さ
じ
4
杯
半
　
み
り
ん
…
大
さ
じ
4
杯
半)

分
量
の
調
味
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
つ
け
汁
を

作
り
ま
す
。
う
す
く
ち
し
ょ
う
ゆ
を
使
う
と
、

き
れ
い
な
色
に
漬
か
り
ま
す
。
昆
布
は
ふ
き
ん
で
汚

れ
を
取
り
細
長
く
切
っ
て
つ
け
汁
に
入
れ
ま
す
。

カ
ブ
は
く
し
型
、
セ
ロ
リ
は
ス
ジ
を
取
っ
て

乱
切
り
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
四
つ
切
り
に
し

ま
す
。
き
ゅ
う
り
は
板
ず
り
を
し
た
後
、
フ
ォ
ー
ク

で
ス
ジ
を
付
け
乱
切
り
に
し
ま
す
。(

左
写
真)スジを入れると、味がよく染み込み、きれ

いな模様にもなるので、サラダの時にも利

用できます

千葉県はカブの収穫量が

全国第1位。北総台地を中

心に栽培されています。

春から出回るカブは葉や

茎もやわらかく、炒めも

のやゴマあえ、ふりかけ

などにするとおいしく召

し上がれます。購入後す

ぐに葉と実を切り分けて

保存すると、水分の蒸発

を防げます。

カ
ブ
と
セ
ロ
リ
は
薄
塩
を
し
て
10
分
程
置
き

ま
す
。
ど
ん
な
漬
物
の
場
合
で
も
こ
の
よ
う

に
し
て
か
ら
漬
け
る
と
上
手
に
お
い
し
く
漬
か
り
ま

す
。
桜
エ
ビ
は
軽
く
い
っ
て
香
ば
し
さ
を
出
し
ま
す
。

キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
水
気
を
取
っ
た
材
料
を

つ
け
汁
に
入
れ
、
よ
く
混
ぜ
、
2
時
間
〜
一

晩
、お
好
み
の
漬
け
加
減
で
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
旬
の
野
菜
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
め
ま
す
。
新
鮮
な
タ
ケ
ノ
コ
が
手
に
入
っ
た

ら
、
し
っ
か
り
ゆ
で
て
う
す
切
り
に
し
、
昆
布
、
と
う

が
ら
し
を
前
述
の
つ
け
汁
に
入
れ
1
週
間
漬
け
る
と

「
タ
ケ
ノ
コ
の
む
ら
さ
き
漬
け
」
の
出
来
上
が
り
で
す
。

あらかじめ昆布をつけ汁に入れておくと、だし

が出ておいしくなります。季節によってはユズ

をいれてもよいでしょう

指
導
／
千
葉
伝
統
郷
土
料
理
研
究
会

橋
本
か
な
江
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今
年
1
月
、
我
孫
子
・
手
賀
沼
公
園
近

く
に
オ
ー
プ
ン
。
延
べ
床
面
積
4
7
1

、

地
下
1
階
、
地
上
3
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
。
大
正
時
代
、
同
沼
の
ほ
と
り

に
住
ん
で
執
筆
活
動
に
励
ん
だ
白
樺
派
の

志
賀
直
哉
、
武
者
小
路
実
篤
、
民
芸
家
柳

宗
悦
ら
の
原
稿
、
墨
書
、
墨
画
、
書
簡
な

ど
が
2
階
の
展
示
室
に
並
び
ま
す
。「
暗

夜
行
路
」
の
後
半
原
稿
な
ど
貴
重
な
資
料

も
。館

長
の
武
田
康
弘
さ
ん
は
、
同
館
の
建

10

夷
隅
郡
大
多
喜
町
に
古
い
土
蔵
を
改
修

し
た
「
商
い
資
料
館
」
が
3
月
末
に
完
成

し
、
今
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
展
示
資

料
の
収
集
や
整
理
を
急
い
で
い
ま
す
。

同
資
料
館
は
、
歴
史
と
文
化
に
恵
ま
れ

た
大
多
喜
町
が
町
内
5
地
区
約
39
ha
を
対

彩
な
効
能
が
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

同
生
産
組
合
で
は
根
茎
部
を
よ
く
洗
っ

て
ス
ラ
イ
ス
し
て
火
力
乾
燥
し
、
製
粉
し

た
後
に
ふ
る
い
に
か
け
ま
す
。
純
度
の
高

い
理
由
に
、
生
育
中
の
日
射
期
間
が
長
い

こ
と
と
、
Ｂ
Ｍ
菌
と
い
う
有
機
質
肥
料
の

使
用
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
資
金
を
提
供
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ

フ
ト
会
社
会
長
・
佐
野
力
さ
ん
と
長
年
の

親
友
で
哲
学
研
究
会
の
仲
間
。
コ
ン
セ
プ

ト
作
り
か
ら
展
示
品
収
集
ま
で
手
が
け
ま

し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
、
音
楽

室
、
天
文
台
も
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
1
月
、
長
南
町
な
が
い
き
ウ
コ
ン

生
産
組
合
（
田
中
一
男
代
表
・
組
合
員
25

人
）
か
ら
純
度
1
0
0
％
の
粉
末
ウ
コ
ン

が
発
売
さ
れ
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ウ
コ
ン
に
は
春
ウ
コ
ン
と
糖
質
に
優
れ

た
秋
ウ
コ
ン
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
根
茎
部

に
一
千
種
以
上
の
有
効
成
分
が
含
ま
れ
、

肝
機
能
の
改
善
や
抗
ガ
ン
作
用
、
動
脈
硬

化
や
糖
尿
病
の
予
防
、
美
肌
作
用
な
ど
多
　

●我孫子市緑2-11-8 0471-69-8468
●高校生以上／200円　小・中学生／100円
●月・金・土・日曜の10：30～18：30
●JR我孫子駅から徒歩14分

白樺文学館 

我孫子駅 

手 賀 沼 

角松旅館 
至 

取
手 

旧柳宗悦邸 

志賀直哉邸跡 

至 手賀大橋 

JR常磐線 

手賀沼公園 

スーパー 
ライフ 

GS

JR成田線 

356

CASA
消防署 

貴重な資料が並ぶ展示室

商い資料館の外観イメージ

m2

象
に
10
か
年
計
画
で
進
め
て
い
る
「
街
な

み
環
境
整
備
事
業
」
の
第
一
弾
で
、
江
戸

時
代
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
と
い
う
町
内
久
保
の
土
蔵
（
久
貝

信
夫
氏
寄
贈
）
を
改
修
し
た
も
の
で
す
。

2
階
建
て
で
延
べ
面
積
は
1
8
4

。
大

多
喜
城
下
の
商
人
や
職
人
な
ど
の
生
活
用

具
や
道
具
、
装
飾
品
、
子
ど
も
の
玩
具
な

ど
約
2
0
0
余
点
が
展
示
さ
れ
る
計
画
。

資
料
館
裏
に
は
研
修
棟
の
ほ
か
、
町
内
11

か
所
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ

ー
ク（
小
公
園
）が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
資
料
館
に
隣
接
す
る
洋
館
風

の
旧
郵
便
局
を
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
13
年

度
事
業
）
に
転
用
す
る
ほ
か
、
各
歴
史
的

な
施
設
を
結
ぶ
小
路
の
石
畳
化
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
、
シ
ン
ボ
ル
灯
、
各
種
案
内
板

な
ど
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。
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千葉市都市緑化植物園／千葉市　　043-264-9559
JR千葉駅からバス15分、北星久喜下車徒歩5分　700株
京成バラ園／八千代市　　047-459-0106
京成線八千代台駅または東葉高速線八千代緑が丘駅からバス20分　7000株
谷津バラ園／習志野市　　047-453-3772
京成線谷津駅から徒歩5分　6300株
市川市動植物園／市川市　　047-338-1960
JR本八幡駅からバス20分　1800本
柏の葉公園／柏市　　0471-34-2016
JR柏駅からバス18分、三井住宅前下車徒歩6分　1500株
総武はな遊園／海上町　　0479-55-5811
JR倉橋駅そば　6000株
東金レイクサイドヒルバラ園／東金市　　0475-52-2091
JR東金駅からバス15分、日吉台4丁目下車　3200株

昨
年
10
月
、
銚
子
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
大
内
か
っ
ぱ
ハ
ウ
ス
」
は
、館
長
の
大
内

恭
平
さ
ん
（
68
歳
）
が
43
年
間
に
わ
た
り

収
集
し
て
き
た
約
4
、0
0
0
点
に
及
ぶ
か

っ
ぱ
グ
ッ
ズ
を
公
開
し
て
い
ま
す
。「
河
童

の
芋
銭
」
と
異
名
を
と
り
、
市
内
の
海
鹿

島
に
滞
在
し
た
こ
と
も
あ
る
日
本
画
家
・

小
川
芋う

銭せ
ん

の
作
品
は
秀
逸
。

5
月
1
日
に
解
禁
と
な
る
飯
岡
海
岸
の

磯
ガ
キ
は
大
人
の
手
の
ひ
ら
ほ
ど
も
あ
り

ま
す
。
正
式
に
は
イ
タ
ボ
ガ
キ
と
い
う
種

類
で
本
州
か
ら
中
国
ま
で
の
岩
礁
に
生
息

し
、
関
東
で
は
飯
岡
と
銚
子
で
獲
れ
ま
す
。

冬
場
が
旬
の
マ
ガ
キ
と
違
い
、
栄
養
価
が

高
く
な
る
6
月
に
旬
を
迎
え
る
こ
と
か
ら

「
夏
ガ
キ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

飯
岡
町
宿
泊
組
合
で
は
6
月
1
日
か
ら

7
月
15
日
ま
で
磯
ガ
キ
祭
り
を
行
い
ま
す
。

宿
泊
料
金
プ
ラ
ス
1
、5
0
0
円
で
夕
食

ど
昼
食
セ
ッ
ト（
3
、0
0
0
円
）
も
ボ
リ

ュ
ー
ム
満
点
で
す（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）。

副
組
合
長
の
広
瀬
さ
ん
は
「
こ
の
企
画

も
今
年
で
6
年
目
。
磯
ガ
キ
も
知
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
と
に
か
く
天
然
も
の
で
す
か

ら
一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
」

と
太
鼓
判
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宿
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
メ
ニ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

近
年
改
装
さ
れ
た
京
成
バ
ラ
園
は
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
、
温
室
、
ロ
ー
ズ
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
が
充
実
し
、
バ
ラ
の
香
り
の
ア
イ
ス

美
術
作
品
ば
か
り
で
な
く
、
ぬ
い
ぐ
る

み
、
お
面
、
箸
置
き
ま
で
並
べ
ら
れ
、
意

外
な
も
の
が
笑
い
を
誘
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
か
っ
ぱ
は
存
在
す
る
か
否

か
？
　
大
内
館
長
の
答
え
は
「
か
っ
ぱ
は

水
の
神
様
。
水
と
人
と
の
共
存
を
目
指
す

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
個
々
の
心
に
生
き
て
い

れ
ば
い
い
」
と
。

ク
リ
ー
ム
も
味
わ
え
ま
す
。

谷
津
干
潟
近
く
の
谷
津
バ
ラ
園
は
マ
ン

シ
ョ
ン
群
に
囲
ま
れ
た
オ
ア
シ
ス
。

有
名
な
バ
ラ
の
育
種
家
、
故
・
鈴
木
省

三
氏
が
設
計
か
ら
関
与
し
た
の
が
千
葉
都

市
緑
化
植
物

園
の
バ
ラ
園
。

九
十
九
里

方
面
へ
お
で

か
け
な
ら
東

金
レ
イ
ク
サ

イ
ド
ヒ
ル
バ

ラ
園
が
お
す

す
め
で
す
。

総
武
は
な
遊
園
、
市
川
市
動
植
物
園
、
柏

の
葉
公
園
は
、
ほ
か
の
遊
戯
施
設
も
あ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
楽
し
め
ま
す
。

1
袋
1
0
0ｇ
入
り
1
、0
0
0
円
を
10
％
引

で
。お
申
し
込
み
は
5
袋
以
上（
送
料
別
）。
Ｆ

Ａ
Ｘ
ま
た
は
葉
書
に
氏
名
、
住
所
、
電
話
、

「
ゆ
と
り
」と
書
い
て
、
長
南
町
な
が
い
き
ウ

コ
ン
生
産
組
合
ま
で
。

郵
便
番
号
2
9
7
│

0
1
3
6
千
葉
県
長
生
郡
長
南
町
小
生
田
1

1
3
7
Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
7
5（
4
7
）0
3
6
7

お
支
払
い
は
商
品
と
引
き
換
え
で
。

利 根 川 

GSGS

銚子市役所 

JR総武本線 銚子電鉄 
銚子駅 

大内かっぱハウス 

大新旅館 

356
至 

佐
原 

銚子大橋 

124

十字屋 

に
生
ガ
キ
2

個
、
焼
ガ
キ

2
個
が
付
き

ま
す
。
ま
た

生
ガ
キ
1
個
、

焼
ガ
キ
1
個

カ
キ
メ
シ
、

デ
ザ
ー
ト
な

大きさも素材もさまざまなかっぱ達が大集合

★お問い合わせ・ご予約は★

《飯岡町宿泊組合》

0479-57-4248

URL:http://www.iioka.or.jp

《磯ガキ祭り加盟店》

●民宿 大潮　　　0479-57-5587

●民宿 武駒荘　　0479-57-2734

●ペンションたんぽぽ

0479-57-4142

●民宿 岸壁荘　　0479-57-4936

●海辺里　　　 0479-57-3190 ぎっしりと身がつまった天然磯ガキ

東金レイクサイドヒルバラ園

●銚子市中央町6-25 0479-20-0088
●大人／200円　小・中・高／100円
●10：00～16：00 水曜休館
●JR銚子駅から徒歩8分
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根茎の頭が出るく
らいに土をかける

ち
ば
の

昭
和
26
年（
1
9
5
1
）3
月
30
日
、
千
葉
市
花
見

川
区
の
東
京
大
学
検
見
川
厚
生
農
場（
現
在
の
東
京

大
学
総
合
運
動
場
）の
一
角
で
、
推
定
二
千
年
前
の

古
代
ハ
ス
の
実
3
粒
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
作

業
は
東
京
都
府
中
市
の
ハ
ス
博
士
・
大
賀
一
郎
氏
を

中
心
に
行
わ
れ
、
約
1
か
月
間
め
ぼ
し
い
成
果
も
な

く
明
日
で
打
ち
切
り
と
い
う
時
に
、
手
伝
い
に
来
て

い
た
女
生
徒
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

発
見
さ
れ
た
古
代
ハ
ス
の
実
は
、
大
賀
博
士
は
じ

め
千
葉
県
農
業
試
験
場
な
ど
の
関
係
者
の
尽
力
に
よ

り
、
そ
の
年
の
5
月
に
3
粒
す
べ
て
が
発
芽
。
2
粒

は
枯
死
し
た
が
残
り
の
1
粒
が
順
調
に
生
育
し
翌
年

の
7
月
18
日
に
淡
い
紅
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

世
界
最
古
の
生
命
が
復
活
し
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
全

世
界
に
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
花
は
大
賀
一
郎
氏
の
名
に
ち
な
ん
で
「
大
賀

蓮
」
と
名
付
け
ら
れ
、
昭
和
29
年
に
は
千
葉
県
の
天

然
記
念
物
に
、
平
成
5
年
に
は
千
葉
市
の
花
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
和
と
友
好
の
使
者
と
し
て
、

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
9
か
国
に
根
分
け
さ
れ
美
し

い
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

昭
和
31
年
7
月
18
日
に
古
代
ハ
ス
を
鑑
賞
す
る

「
千
葉
ハ
ス
の
会
」
が
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
、
以
来

毎
年
こ
の
時
期
に
千
葉
公
園
の
蓮
華
亭
で
観
賞
会
が

行
わ
れ
ま
す
。

＜用意するもの＞・ハスの根茎(茶碗蓮
ちゃわんばす

、中国碗蓮などの小
型がお勧め)・用土(荒木田土や田土)・元肥(骨粉または魚粉
を鉢底に入れ少量の土と混ぜておく)・鉢(直径40～80cm深
さ30cm前後)
＜手　順＞①元肥の上に用土を入れ20cmの高さにする　
②3～4節ある根茎を図のように植え10cmくらい水を張る
③日当たりの良い場所で育てる

先端の芽を15度く
らい下げて植える

●根茎はホームセン
ターなどで購入でき
ます。●立葉と花芽
のでる頃に追肥を行
います。

約10cm

10～15cm

水 

用土 

開花したハスの花を手にする大賀博士
（写真提供：府中市郷土の森博物館）

●千葉公園・綿打池

＜交通＞JR千葉駅下車徒歩10分または

千葉都市モノレール千葉公園駅下車

＜お問い合わせ＞中部公園緑地事務所

043-251-5103

●東京大学農学部付属緑地植物実験所

＜交通＞JR新検見川駅下車徒歩20分

＜お問い合わせ＞同上／　 043-273-8326

＜日時＞月～金　9：00～16：00

●佐原市水生植物園

＜交通＞JR佐原駅からバス25分植物園入口下車徒歩5分

＜お問い合わせ＞管理事務所 0478-56-0411

＜ハス祭り期間＞7月14日から8月12日まで

開園時間8:00～16:00

見頃はは6月下旬から
7月中旬頃

THE

FIRST

STORY

IN  CHIBA
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史跡上総国分尼寺跡展示館
0436-21-7633

＜交　通＞JR五井駅より小湊鉄
道バス「市役所前」下車徒歩10分
＜開館時間＞9：00～17：00
＜休館日＞月曜、祝日、年末年始
＜入館料＞無料

い
ち
ば
ん
物
語

市
原
市
国
分
寺
台
に
残
る
国
指
定
史
跡
「
上
総
国
分
尼
寺
」

は
、
南
北
3
7
1
ｍ
、
東
西
が
2
8
5
〜
3
5
0
ｍ
で
寺
域
面
積

1
2
・
3
万
　
の
大
き
さ
を
持
ち
、国
分
尼
寺
の
中
で
は
国
内
最
大

規
模
で
す
。
か
つ
て
奈
良
・
平
安
時
代
に
は
市
原
市
に
上
総
国
府

が
置
か
れ
、
政
治
・
文
化
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
、
国
分
寺
・
国

分
尼
寺
を
は
じ
め
多
く
の
遺
跡
が
み
ら
れ
ま
す
。

特
に
上
総
国
分
尼
寺
は
、
3
度
に
わ
た
る
発
掘
調
査
に
よ
り
、

寺
域
の
全
容
と
付
属
施
設
の
実
体
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
国

分
尼
寺
伽
藍
の
復
元
は
日
本
で
初
め
て
で
あ
り
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
再
確
認
し
、
追
体
験
す
る
場
と
し
て
再
現
さ
れ
た
も
の
。

使
用
材
木
も
当
時
と
同
じ
で
ヒ
ノ
キ
・
ケ
ヤ
キ
・
ヒ
バ
な
ど
を
用

い
て
い
ま
す
。
復
元
事
業
は
平
成
2
年
に
始
ま
り
、
同
9
年
に
中

門
、
回
廊
、
金
堂
基
壇
が
完
成
。
今
後
は
鐘
楼
を
復
元
す
る
予
定

で
す
が
計
画
は
未
定
で
す
。

展
示
館
で
は
ビ
デ
オ
上
映
さ
れ
、
国
分
尼
寺
建
立
の
時
代
背
景

や
尼
僧
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
紹
介
す
る
一
方
、
説
明
の
最
後
に
は
液

晶
ガ
ラ
ス
を
通
し
て
外
の
復
元
史
跡
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

上総国分尼寺跡上総国分尼寺跡 

市原市役所 

上総国分寺跡 

市
役
所
通
り
 

館
山
自
動
車
道
 

至
 五
井
駅
 

29716

741年（奈良時代中期）、聖武天皇は、凶作や飢饉、疫病の
流行などによる社会不安を仏教の力で鎮めるため、全国60か
所余りの国々に僧寺と尼寺からなる国立寺院を建てる「国分
寺建立の詔」を命じました。上総国分寺と上総国分尼寺の場
所は、上総国府の有力な推定地である門前・郡本

こおりもと

・藤井地区
や村上地区から1. 2kmと近く、僧・尼寺の二つを適度な間隔
で配置できるだけの広がりをもち、人家のない見晴らしのよ
い山野が選ばれたようです。
尼寺では10人の尼が仏道修行を行い、彼女らには近親の婦
女が一人ずつ仕えていました。租税や労役を免除され役所や
寺院から衣食を支給されるなど生活が保証されていたかわり
に、その生活は厳しく制約されていました。 Vol.1

天平建築の力強さを感じる復元回廊
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浦
安
市
　
松
本
　
五
軒
町

こ
う
い
う
想
い
を
抱
く
人
は
多
い
の
で
し
ょ
う
。
し
ば

し
ば
投
句
作
品
の
中
で
出
会
い
ま
す
。
作
者
の
言
わ
ん
と

す
る
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
に
も
定
石
す
ぎ

る
表
現
は
す
こ
し
抑
え
て
み
ま
す
と
、
よ
り
共
感
度
の
高

い
句
と
な
り
ま
す
。
旧
か
な
も
生
か
し
て
。

《
添
削
例
》
け
ふ
の
月
逝
か
ね
ば
逢
へ
ぬ
人
の
数

流
山
市
　
鳥
取
　
芳
子

面
白
い
句
だ
と
思
い
ま
す
。
作
者
の
感
性
が
い
き
い
き

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
句
の
ま
ま
で
も
い
い
の
で
す

が
、
俳
句
と
い
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
表
現
形
式
を
生
か
し
て
、

す
こ
し
角
度
を
変
え
た
と
こ
ろ
か
ら
表
現
の
仕
方
を
考
え

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
け
じ
め
な
ど
無
き
が
ご
と
く
に
冬
に
入
る

流
山
市
　
今
井
　
コ
ト

さ
り
げ
な
い
句
で
す
が
、
晩
秋
の
そ
の
空
気
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
あ
の
独
特
の
も
ず
の
声
が
熟
柿
の
上
を

過
ぎ
て
ゆ
く
、
そ
ん
な
日
の
空
の
青
さ
、
澄
ん
だ
空
気
の

つ
ぼ

白
井
市
　
多
湖
　
保
子

こ
の
半
世
紀
、
日
本
の
暮
ら
し
の
た
た
ず
ま
い
は
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。
台
所
の
風
景
も
年
代
に
よ
っ
て
、
そ

の
記
憶
の
情
景
が
全
く
異
な
っ
て
き
ま
す
。
火
消
壷
な
ど

と
言
わ
れ
て
も
、
何
の
こ
と
か
全
く
分
か
ら
な
い
人
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
炭
が
今
ブ
ー
ム
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
い
う
日
本
語
も
復
活
し
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
添
削
例
》
火
消
壷
く
ど
鉄
鍋
と
な
つ
か
し
く

じ
ょ
く
せ

八
日
市
場
市
　
江
波
戸
　
静
夫

排
暦
の
長
い
作
者
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
表
現

力
の
あ
る
人
だ
と
思
い
ま
す
。
俳
句
は
し
か
し
、
全
部
言

っ
て
し
ま
っ
て
は
余
韻
が
残
り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
を

よ
く
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
春
を
待
つ
濁
世
に
こ
こ
ろ
置
き
て
な
ほ

た

ん

ぽ

ぽ

白
井
市
　
渡
辺
　
岩
夫

こ
の
句
は
こ
の
ま
ま
で
も
い
い
の
で
す
が
、
た
だ
次
の

よ
う
な
表
現
も
あ
る
と
い
う
こ
と
。
俳
句
は
散
文
で
は
な

く
、
ま
た
単
な
る
報
告
文
で
も
な
い
の
で
す
。
二
つ
の
違

い
を
よ
く
見
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
少
年
の
ジ
ャ
ン
プ
蒲
公
英
を
踏
ま
ず

き
ょ
う
か
ん

船
橋
市
　
松
井
　
桃
子

作
者
の
詠
み
た
か
っ
た
こ
こ
ろ
に
共
感
し
ま
す
。
こ
と

ば
の
位
置
だ
け
置
き
換
え
て
み
ま
す
。
ず
い
ぶ
ん
一
句
の

表
情
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
分
か
る
で
し
ょ
う
。

《
添
削
例
》
冬
耕
の
父
郷
関
を
離
れ
ざ
る

船
橋
市
　
内
山
　
房
子

今
年
の
お
正
月
に
こ
の
よ
う
な
感
じ
を
抱
い
た
人
は
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
し
、
言
い
方
が

あ
り
き
た
り
な
と
こ
ろ
を
正
し
ま
す
。

《
添
削
例
》
生
き
て
き
て
こ
の
新
世
紀
初
暦

◆
選
・
指
導

黒
田

杏
子(

俳
人)

こ
こ
ち
よ
さ
な
ど
が
伝
わ
っ
て
く
る
句
で
す
ね
。

《
添
削
例
》
柿
の
実
の
い
く
つ
か
の
こ
る
も
ず
の
声
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館
山
市
　
石
原
　
稜
子

〈
舗
道
を
こ
ろ
が
る
〉
の
助
詞
を
削
っ
た
。
歌
が
引
き

締
ま
る
か
ら
で
あ
る
。〈
生
き
も
の
の
如
く
〉
こ
の
感
じ

方
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
捨
て
ら
れ
し
空
缶
ひ
と
つ
生
き
も
の
の

如
く
夕
べ
の
舗
道
こ
ろ
が
る

君
津
市
　
村
松
　
は
つ
ゑ

〈
偲
び
つ
つ
〉
は
〈
思
い
つ
つ
〉
に
し
た
。
こ
こ
は
軽

く
言
っ
た
方
が
よ
い
。〈
教
え
し
〉
は
〈
教
え
て
く
れ
し
〉

の
方
が
よ
り
よ
い
か
と
思
う
が
、
こ
れ
で
よ
し
と
し
た
。

《
添
削
例
》
草
笛
を
教
え
し
祖
父
を
思
い
つ
つ

鼓
笛
の
生
徒
ら
に
指
揮
棒
を
振
る

野
田
市
　
島
田
　
菊
代

〈
墓
誌
銘
飾
る
〉
を
〈
墓
誌
に
写
れ
る
〉
と
し
た
。〈
飾

る
〉
は
美
し
す
ぎ
て
詩
情
を
希
薄
に
す
る
。
よ
い
歌
で
あ
る
。

《
添
削
例
》
何
処
よ
り
種
子
来
た
り
し
や
鶏
頭
の

眞
紅
な
花
が
墓
誌
に
写
れ
る

い
さ
か

四
街
道
市
　
榊
原
　
一
夫

〈
無
い
〉
を
〈
無
き
〉
と
し
た
の
は
散
文
調
に
し
な
い

た
め
で
あ
る
。〈
後
悔
し
つ
つ
〉
と
い
う
結
び
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
た
わ
い
無
き
こ
と
で
諍
い
昨
日
か
ら

口
き
か
ず
居
り
後
悔
し
つ
つ

館
山
市
　
宮
本
　
能
婦
子

〈
病
め
る
吾
を
ば
〉
で
は
表
現
が
強
す
ぎ
る
の
で
、

〈
病
み
い
る
〉
と
し
た
。
心
情
の
豊
か
さ
が
よ
い
。

《
添
削
例
》
病
棟
の
彼
方
の
空
に
虹
か
か
り

病
み
い
る
吾
を
励
ま
す
ご
と
し

山
武
郡
芝
山
町
　
岩
澤
　
正

〈
落
ち
葉
と
共
に
朝
夕
し
み
る
〉
を
〈
舞
う
を
じ
っ
と

見
て
い
る
〉
と
し
た
。
自
己
の
存
在
を
は
っ
き
り
す
る
た

め
で
あ
る
。
上
句
が
な
か
な
か
よ
い
。

《
添
削
例
》
医
療
器
を
た
よ
る
人
生
と
な
り
に
け
り

落
ち
葉
の
舞
う
を
じ
っ
と
見
て
い
る

山
武
郡
大
網
白
里
町
　
廣
重
　
敏
子

実
生
活
の
よ
く
で
て
い
る
作
で
あ
る
。

君
津
市
　
原
田
　
和
子

〈
凛
と
立
て
る
〉
の
〈
凛
と
〉
と
い
う
表
現
は
言
葉
が

強
す
ぎ
る
。
実
直
に
写
生
し
て
い
る
点
で
好
感
が
も
て
る
。

《
添
削
例
》
冬
枯
れ
の
田
な
か
に
一
羽
白
鷺
の

動
く
こ
と
な
し
顔
空
に
向
け

銚
子
市
　
藤
城
　
貞

素
直
な
歌
で
あ
る
。〈
ふ
た
昔
西
国
〉
こ
の
事
実
が
共
感

を
呼
ぶ
。

《
添
削
例
》
学
び
や
を
い
で
た
る
子
ら
は
ふ
た
昔

西
国
に
居
て
賀
状
今
日
着
く

※
1
月
31
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
の
中
か
ら
掲
載
し
ま
し
た
。

次
回
の
締
め
切
り
は
7
月
31
日
で
す
。

◆
選
・
指
導

新
井
章(

江
戸
川
大
学
名
誉
教
授)



16

ま
す
。

③
溢いつ
流
性
尿
失
禁

膀
胱
に
溜
ま
っ
て
い
る
尿
を
自
分
で
完
全
に
出
し

き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
絶
え
ず
溢
れ

出
る
よ
う
に
ダ
ラ
ダ
ラ
漏
れ
ま
す
。

原
因

残
尿
が
多
い
。
膀
胱
の
縮
む
力
が
弱
か
っ
た

り
、
尿
道
が
狭
い
と
、
膀
胱
内
に
溜
ま
っ
た

尿
を
完
全
に
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ず
に
残

尿
が
多
く
な
り
、
尿
が
漏
れ
あ
ふ
れ
出
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
溢
流
性
尿
失
禁
と

い
い
ま
す
。

原
因
と
な
る
病
気
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
治
療
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
膀
胱
内
の
残
尿
を
な
く
す
こ
と

は
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
。

④
機
能
性
尿
失
禁

手
足
が
不
自
由
で
排
尿
動
作
に
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
痴
呆
の
た
め
ト
イ
レ
の
場
所
が
わ
か
ら
な
い
な

ど
で
漏
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。

⑤
反
射
性
尿
失
禁

自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
膀
胱
や
尿
道
が
勝

手
に
排
尿
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
脊
髄
せ
き
ず
い

の
病
気

の
時
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

骨
盤
内
に
あ
る
臓
器(

膀
胱
、
尿
道
、
子
宮
、

膣
、
直
腸)

を
支
え
た
り
、
尿
道
を
締
め
る
働

き
を
す
る
骨
盤
底
筋
群
が
弱
く
な
っ
て
し
ま

う
と
腹
圧
性
尿
失
禁
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

妊
娠
、
出
産
、
老
化
、
運
動
不
足
、
肥
満
、

便
秘
な
ど
に
よ
り
骨
盤
底
筋
群
が
負
担
を
受

け
て
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
膀
胱
、
尿
道

が
垂
れ
下
が
り
、
お
な
か
に
力
が
か
か
る
動

作
で
、
尿
が
漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

症
状
の
軽
い
人
は
、
骨
盤
底
筋
体
操
な
ど
が
有
効

で
す
。

②
切
迫
性
尿
失
禁

尿
を
し
た
い
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ト
イ
レ
に
行

か
な
い
と
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

原
因
　
膀
胱
が
小
さ
く
、
不
安
定
。
膀
胱
が
小
さ
く
、

す
ぐ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
り
、
膀
胱
の
神

経
が
興
奮
し
や
す
い
と
、
す
ぐ
ト
イ
レ
に
い

き
た
く
な
る
と
い
っ
た
頻
尿
や
、
間
に
合
わ

ず
に
も
ら
し
て
し
ま
う
切
迫
性
尿
失
禁
の
状

態
に
な
り
ま
す
。

膀
胱
の
容
量
を
増
や
し
、
膀
胱
が
勝
手
に
収
縮
し

な
い
よ
う
に
す
る
薬
が
有
効
で
す
。
薬
に
よ
る
治
療

に
加
え
、
膀
胱
訓
練
を
併
用
す
る
と
効
果
的
と
な
り

岩
　
崎
　
秀
　
昭

千
葉
市
立
病
院
産
婦
人
科
副
部
長

尿
失
禁
は
、
中
高
年
の
女
性
や
お
年
寄
り
に
多
い

症
状
で
す
。
女
性
の
場
合
は
4
人
に
1
人
の
割
合
で

見
ら
れ
ま
す
。
尿
失
禁
は
、
歳
を
と
っ
た
た
め
に
自

然
に
起
き
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ろ
い

ろ
な
原
因
に
よ
っ
て
起
こ
る
ひ
と
つ
の
症
状
と
い
え

ま
す
。
尿
失
禁
は
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
き
ら

め
な
い
で
病
院
へ
行
っ
て
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

尿
は
腎
臓
で
作
ら
れ
、
尿
管
を
通
っ
て
、
い
っ
た

ん
膀
胱

ぼ
う
こ
う

に
溜
ま
り
ま
す
。
尿
意
を
も
よ
お
す
と
ト
イ

レ
に
行
き
、
膀
胱
が
収
縮
し
排
尿
し
ま
す
。

尿
失
禁
の
治
療
に
は
症
状
の
タ
イ
プ
に
応
じ
て
い

く
つ
か
の
方
法
が
あ
り
、
自
分
で
簡
単
に
で
き
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。
産
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
の
医
師
に

相
談
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

①
腹
圧
性
尿
失
禁

せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
、
お
な
か
に
力
が
入
っ
た

時
、
思
わ
ず
漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

原
因

骨
盤
底
筋
群
が
弱
い
。
骨
盤
の
底
に
あ
っ
て
、

(社)

協
力
・

千
葉
県
医
師
会



(78歳・松戸市上本郷)

長
年
使
わ
れ
た
鋏
を
研
ぎ
直
す
の
も
大
切
な
仕
事
。
戻
っ
て
き
て
は
じ
め
て
鋏
の
良
し
悪
し
が
わ
か
り
ま
す

は さ み

で
ど
ん
な
角
度
か
ら
で
も
ブ
リ
キ
が
切
れ
る

マ
ジ
ッ
ク
バ
サ
ミ
、
4
枚
重
ね
の
ブ
リ
キ
が

切
れ
る
鋏
な
ど
で
実
用
新
案
な
ど
を
取
得
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
認
め
ら
れ
平
成

２
年
に
は
「
県
の
卓
越
し
た
技
能
者
」
を
、

平
成
８
年
に
は
全
国
伝
統
的
工
芸
品
コ
ン
ク

ー
ル
で
中
小
企
業
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。(

松
戸
支
店
ご
利
用)

36

「
よ
う
や
く
、
思
う
よ
う
な
鋏
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
」
と
60
余
年
の
職
人
人
生
を

振
り
返
る
野
　
吉
之
助
さ
ん
。
江
戸
川
沿
い

の
松
戸
市
小
山
に
あ
る
野
　
製
作
所
で
、
今

も
県
の
伝
統
的
工
芸
品
「
下
総
鋏
」
を
作
り

続
け
て
い
ま
す
。
銘
は
「
光
吉
之
」。

野
　
さ
ん
が
鋏
作
り
の
道
に
入
っ
た
の
は

昭
和
13
年
。
祖
父
が
洋
食
器
作
り
で
知
ら
れ

る
新
潟
県
三
条
市
で
創
業
し
、
父
、
兄
そ
し

て
野
　
さ
ん
へ
と
伝
統
的
技
法
が
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
先
代
の
技
を
土
台
に
し
な

が
ら
も
、
鋏
の
命
で
あ
る
切
れ
味
の
よ
さ
は

独
自
の
研
究
を
積
み
重
ね
て
修
得
し
た
も
の

で
す
。
野
　
さ
ん
の
作
る
鋏
は
、
刃
の
先
で

も
元
で
も
力
を
入
れ
ず
に
切
る
こ
と
が
で
き

る
と
定
評
で
、
き
ち
ん
と
手
入
れ
を
す
れ
ば

一
生
も
の
。
鉄
の
鋏
は
水
に
弱
い
た
め
、
使

っ
た
後
は
き
れ
い
に
ふ
い
て
収
納
し
、
切
れ

な
く
な
っ
た
ら
工
場
に
研
ぎ
に
出
す
こ
と
を

薦
め
て
い
ま
す
。

鋏
は
一
本
の
鉄
を
熱
し
て
は
叩
い
て
、
そ

れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
の
ば
し
て
形
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
刃
の
部
分
と
な
る
鋼
を
熱
で

接
合
さ
せ
、
さ
ら
に
叩
い
て
形
を
整
え
ま
す
。

熱
の
温
度
、
刃
の
厚
み
な
ど
の
微
妙
な
調
節

は
職
人
の
勘
ひ
と
つ
。
そ
の
た
め
若
い
頃
は

失
敗
も
多
か
っ
た
と
か
。

野
　
製
作
所
で
は
植
木
鋏
と
生
け
花
用
鋏

を
中
心
に
製
造
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ん

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
ど
ん
な
鋏
で
も
作
り

ま
す
。
試
行
錯
誤
の
連
続
で
す
が
、
こ
れ
ま
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で
す
。
約
4
分
で
到
着
し
た
山
頂
駅
の
見

晴
ら
し
台
か
ら
は
東
京
湾
、
三
浦
半
島
、

富
士
山
が
間
近
か
に
望
め
ま
す
。
階
段
を

下
り
西
口
管
理
所
か
ら
日
本
寺
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
境
内
に
は
上
総
桜
井
の

名
工
・
大
野
甚
五
郎
が
27
人
の
門
弟
と
と

も
に
生
涯
を
か
け
て
彫
っ
た
千
五
百
羅
漢
、

高
さ
31
ｍ
の
日
本
一
の
大
仏
な
ど
が
見
ど

こ
ろ
で
す
。

ち
な
み
に
奈
良
の
大
仏
は
約
18
ｍ
、
鎌

倉
の
大
仏
は
約
14
ｍ
。
ま
た
日
本
寺
は
慈

覚
大
師
、
弘
法
大
師
な
ど
の
名
僧
も
修
行

東
京
湾
が
眼
下
に
広
が
る
房
総
屈
指
の

景
観
・
鋸
山
。
一
帯
は
乾
坤
山

け
ん
こ
ん
ざ
ん

日
本
寺

に

ほ

ん

じ

の

寺
域
で
、
1
3
0
0
年
ほ
ど
前
に
聖
武
天

皇
勅
願
の
道
場
と
し
て
行
基
に
よ
り
開
か

れ
た
名
刹
で
す
。
硬
い
凝
灰
石
を
切
り
出

し
た
跡
が
大
岩
盤
と
な
り
、
そ
そ
り
立
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
石
工
た
ち
が
通
っ
た

道
は
鋸
山
新
道
と
し
て
整
備
中
で
、
完
成

の
暁
に
は
散
策
の
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

内
房
線
浜
金
谷
駅
で
下
車
し
国
道
1
2

7
号
を
左
折
、
金
谷
神
社
の
脇
を
通
っ
て

10
分
足
ら
ず
で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
山
麓
駅

し
た
古
道
場
で
も
あ
り
、
座
禅
道
場
が
広

く
一
般
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
再
び
登
っ

て
山
頂
展
望
台
に
着
い
た
ら
岩
盤
が
突
き

出
て
い
る
「
地
獄
の
ぞ
き
」
か
ら
ス
リ
ル

い
っ
ぱ
い
の
絶
景
が
楽
し
め
ま
す
。

下
山
は
百
尺
観
音
の
あ
る
北
口
管
理
所

か
ら
金
谷
港
方
面
へ
向
か
い
ま
す
。
木
橋

を
渡
り
風
化
し
た
石
段
を
30
分
ほ
ど
行
く

と
観
月
台
に
出
ま
す
。
こ
の
辺
り
か
ら
振

り
返
れ
ば
山
頂
部
は
ま
さ
に
鋸
の
刃
の
よ

う
で
す
。
さ
ら
に
急
な
石
段
を
慎
重
に
下

っ
て
車
道
に
出
ま
す
。
天
王
川
鉄
橋
を
く

ぐ
っ
て
駅
ま
で
約
10
分
で
す
。
鋸
山
北
側

に
湧
き
出
る
金
谷
温
泉
郷
で
日
帰
り
入
浴

も
で
き
ま
す（
19
ペ
ー
ジ
）。
金
谷
港
そ
ば

に
は
、
5
つ
の
鑑
賞
温
室
が
あ
る
内
房
フ

ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
、
昨
年
12
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
市
場
の
複
合
施
設

「
ザ
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
」
が
あ
り
ま
す
。

〈
モ
デ
ル
コ
ー
ス
〉
浜
金
谷
駅（
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
）→

日
本
寺→

山
頂
展
望
台→

観
月

台→

金
谷
港→

浜
金
谷
駅
　
◎
約
2
時
間

※
見
学
・
休
憩
時
間
等
除
く
。
ロ
ー
プ
ウ

ェ
ー
8
時
40
分
〜
17
時（
5
〜
15
分
間
隔
）

東
京
湾
の
絶
景
ま
で
駅
か
ら
15
分

大
岩
壁
の
名
勝

鋸
山
と
金
谷
温
泉

山頂展望台から望む東京湾。金谷港と久里浜港を結ぶ東京湾フェリーが行き交います

千
葉
県

富
津
市
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絶
壁
に
囲
ま
れ
た
百
尺
観
音
は
、
戦
没
者
の
供
養
と
交
通
安
全
を
祈
念
し
て
６
年
の
歳
月
を
か
け

昭
和
41
年
に
完
成
し
ま
し
た

内
房
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
の
ブ
ー

ゲ
ン
温
室
。
鑑
賞
温
室
は
10
時

〜
17
時
30
分（
水
曜
定
休
）

金谷港から見た鋸山。傾いた日差しが山頂の陰影を

いっそう深くします

周囲の奇岩と一体化し荘厳な雰囲気が漂う千五百羅漢。

「阿羅漢の鉢の中より雲雀かな」小林一茶

写真協力／かぢや旅館南国風呂

●電車の場合（片道約90分・1,110円）

千葉駅（JR内房線）→浜金谷駅

●車の場合　

館山自動車道・木更津南I.Cから国道127号を南下。約31km

★富津市観光協会金谷支部 0439-69-2840

★富津市役所商工観光課 0439-80-1291

◆泉質／重曹食塩泉
◆効能／一般的適応
症、切り傷、慢性皮
膚病、虚弱、慢性婦
人病など

●日帰り入浴もできる旅館／かぢや旅館 0439-69-2411
金泉館　0439-69-2629 小糸旅館 0439-69-2941 万年
屋　 0439-69-2611※いずれも浜金谷駅から徒歩5分程度。
時間や料金などは直接おたずねください。
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（佐原市）
石井先生の指先に注目。バンドの最年長は
91歳の片倉さん（中央）と臼倉さん（右奥）

結
成
14
年
目
。
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
25
人
の
平
均

年
齢
は
約
75
歳
で
、
心
身
の
健
康
維
持
や
リ
ハ
ビ
リ

に
効
果
の
あ
る
療
育
音
楽
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
週

金
曜
日
の
昼
下
が
り
、
音
楽
好
き
が
佐
原
中
央
公
民

館
に
集
ま
っ
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
童
謡
、
唱
歌
、
民
謡
、
歌
謡

曲
な
ど
お
よ
そ
40
曲
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
日
、
第
20
回
公
民
館
ま
つ
り
（
3
月
4
日
）

で
演
奏
す
る
4
曲
の
練
習
に
一
段
と
熱
が
入
り
ま
し

た
。
指
揮
を
す
る
高
橋
良
志
江
さ
ん
は
元
佐
原
小
学

校
教
師
。
結
成
当
初
か
ら
指
導
を
続
け
て
い
る
石
井

勝
雄
先
生
は
銚
子
に
在
住
。
キ
ー
ボ
ー
ド
の
旋
律
を

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
、
タ
ン
バ
リ
ン
、
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
、

鈴
が
華
や
か
に
飾
り
ま
し
た
。
利
根
川
の
流
れ
を
思

い
起
こ
さ
せ
る
「
船
頭
小
唄
」、
明
る
く
テ
ン
ポ
の
速

い
「
青
い
山
脈
」、「
美
し
き
天
然
」「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」

と
、
各
自
が
体
で
調
子
を
と
り
な
が
ら
演
奏
が
続
き

ま
す
。
曲
の
出
だ
し
や
終
わ
り
を
入
念
に
チ
ェ
ッ
ク
。

う
ま
く
合
わ
な
い
部
分
は
繰
り
返
し
て
確
認
し
ま
す
。

療
育
音
楽
は
障
害
者
も
健
常
者
も
無
理
な
く
共
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
技
術
の
向
上
よ
り
も
心

身
の
健
康
や
老
化
防
止
を
目
指
す
同
バ
ン
ド
の
よ
う

に
療
育
音
楽
に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
は
、
東
京
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
に
よ
れ
ば
全
国
に
約
5

0
0
団
体
あ
り
ま
す
。
代
表
の
根
本
佳
代
子
さ
ん
は

「
ど
ん
な
に
初
心
者
で
も
合
奏
に
加
わ
る
こ
と
が
で

き
、
音
楽
の
力
で
明
る
く
、
積
極
的
に
な
れ
ま
す
」

と
実
感
の
こ
も
っ
た
声
。
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
演
奏

に
生
き
が
い
を
感
じ
、
そ
の
喜
び
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

療
育
音
楽
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
会
「
み
ん
な
の

♭

♪

♪

♪

♪

♪ ♪
♯

♪
36



●バンドへのお問い合わせは根本さんまで・・・・　0478-55-0685
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音
楽
会
」
に
も
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
8

月
19
、
20
日
に
西
新
宿
の
東
京
年
金
基
金
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
年
に
3
回
程
度
、
地

元
の
福
祉
施
設
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
を
し

て
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
同

バ
ン
ド
の
当
面
の
悩
み
は
足
腰
に
不
安
を
感
じ
る
人

が
多
く
な
っ
て
き
た
こ
と
。
メ
ン
バ
ー
の
送
迎
を
引

き
受
け
て
も
ら
え
る
頼
も
し
い
助
っ
人
の
出
現
も
待

ち
望
ん
で
い
ま
す
。

パーカッ
ションで

使う楽譜
は高橋先

生が

手作りし
たもの。リ

ズムが一
目でわか

り

ます

演奏と同時に観客を楽しませるかわいら
しい振り付け。ユニフォームの胸には佐
原市の花「あやめ」をあしらいました

練習後は、持ち寄ったお菓子でみなさんお
待ちかねのティータイム

♪
♪♪ ♪

♯

♪ ♯

♭
♪

♪

第25回みんなの音楽会で演奏するあやめ会のみなさん。夏のユニフォームは半袖Ｔシャツです
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パリで高い評価の伊東博子さん

「
フ
ラ
ン
ス
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
洋
画
家
。
色
彩
と
形
を
大
切
に
し
た

抽
象
を
希
求
し
、
サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ

展
に
は
連
続
25
年
も
出
品
し
て
い
ま
す
。

佳
作
『
群
青
の
海
』(

Ｓ
1
0
0
号)

は
昨
年
5
月
、
女
流
画
家
協
会
展
に
出

品
し
た
も
の
で
、
30
年
間
描
き
続
け
た

『
天
の
扉
』
シ
リ
ー
ズ
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
作
品
で
す
。
碧あ

お

い
海
原
は
「
房
総

の
自
然
を
土
台
と
し
て
」
描
か
れ
て
い

ま
す
。
海
に
映
る
太
陽
を
た
た
え
、
正

方
形
の
宇
宙
的
な
空
間
が
広
が
る
抽
象

画
で
す
。「
抽
象
も
自
然
と
無
縁
で
は
な

い
は
ず
」
と
。
単
純
明
快
で
、
ど
こ
と

な
く
懐
か
し
く
温
か
い
色
彩
の
世
界
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

伊
東
さ
ん
は
週
2
日
、
館
山
の
自
宅

で
1
歳
8
か
月
の
幼
児
か
ら
75
歳
ま
で

の
お
弟
子
さ
ん
を
相
手
に
美
術
教
室
を

開
く
一
方
、「
具
象
で
は
表
わ
す
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
を
表
出
す
る
」
た
め
に

抽
象
画
の
制
作
に
専
念
。「
今
後
も
青
に

こ
だ
わ
り
、
世
界
で
た
っ
た
一
つ
し
か

な
い
も
の
を
描
き
た
い
」
と
。
口
調
は

館
山
・
鏡
ヶ
浦
の
海
の
よ
う
に
穏
や
か

で
す
が
、
意
欲
は
太
陽
の
よ
う
に
燃
え

て
い
ま
し
た
。

地
元
で
黒
潮
会
を
主
宰
す
る
ほ
か
、

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
会
員
、
女
流
画

家
協
会
会
員
、
日
本
中
国
文
化
交
流
協

会
会
員
、
館
山
国
際
交
流
協
会
理
事
の

要
職
に
就
い
て
い
ま
す
。

谷
当
工
房(

千
葉
市
若
葉
区
谷
当)

同
工
房
で
は
、
化
学
調
味
料
や
防
腐

剤
な
ど
の
添
加
物
を
使
わ
ず
千
葉
県
産

の
豚
肉
で
作
っ
た
ス
モ
ー
ク
ハ
ム
や
ソ

ー
セ
ー
ジ
、
地
元
で
と
れ
た
米
や
大
豆

を
使
っ
た
手
作
り
味
噌
な
ど
を
製
造
・

販
売
し
て
い
ま
す
。
第
2
、
4
土
曜

開
催
の
さ
ら
し
な
朝
市
で
も
購
入
可
能

で
す(

千
城
台
公
園)

。
手
打
ち
そ
ば
や

ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
手
作
り
教
室
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

右から時計回りに田舎味噌(500g・
500円) 梅干し(400円) スモークチー
ズ(1本・350円)ベーコン(1個・1,000
円) スモークハム(100g・450円) ウ
ィンナーソーセージ(100g・250円)

●千葉市若葉区
谷当70
043-239-0645

http://www1.u-
netsurf.ne.jp/̃hirok/

谷当工房 

吉岡 至 

千
葉 

東京情報大学 

至 四街道 

下田 

66

51

『群青の海』（Ｓ100号・女流画家協会展出品）
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千
葉
市
・
横
山
志
ま
子
さ
ん(

76
歳)

千
葉
市
・
坂
倉
徹
さ
ん(

66
歳)

「
宇
宙
旅
行
も
夢
で
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
宇
宙
船
か
ら
眺
め
る
だ
け
よ

り
も
地
球
を
動
き
回
る
方
が
楽
し
い
」

と
語
る
の
は
海
外
渡
航
歴
34
年
の
横
山

さ
ん
。
年
に
3
、4
回
出
か
け
「
言
葉

が
で
き
な
く
て
も
半
分
く
ら
い
は
通
じ

る
も
の
で
す
。」
と
い
た
っ
て
積
極
的

な
パ
ワ
フ
ル
・
ウ
ー
マ
ン
。

海
外
旅
行
の
歴
史
は
日
本
の
経
済
成

長
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
初
の
海
外
旅

行
は
南
回
り
の
空
路
を
乗
り
継
ぎ
26
時

間
か
か
っ
て
ロ
ー
マ
へ
到
着
。「
農
協

ツ
ア
ー
が
と
て
も
盛
ん
だ
っ
た
頃
で

す
。
ま
だ
円
の
持
ち
出
し
規
制
も
あ
り

ま
し
た
」。
輸
入
品
で
あ
ふ
れ
か
え
る

経
済
大
国
日
本
と
な
っ
た
今
、
横
山
さ

ん
の
旅
の
記
念
は
昆
虫
入
り
の
ア
ン
バ

(

コ
ハ
ク)

や
巨
大
な
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

化
石
な
ど
珍
品
や
骨
董
品
で
す
。「
昔

は
貧
し
く
て
も
人
間
関
係
が
良
か
っ
た

し
、
東
京
湾
も
美
し
か
っ
た
」
と
袖
ヶ

浦
で
育
っ
た
少
女
時
代
を
振
り
返
り
ま

漠
の
オ
ア
シ
ス
の
消
滅
、
ワ
イ
キ
キ
ビ

ー
チ
の
濁
り
な
ど
近
年
の
旅
は
環
境
悪

化
を
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

南
極
で
は
濃
霧
で
ボ
ー
ト
が
方
向
を

見
失
い
、
身
の
危
険
を
感
じ
る
体
験
も

し
ま
し
た
が
、
未
知
な
る
世
界
へ
の
歩

み
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
次
の
予
定
は

「
北
極
点
に
日
の
丸
を
立
て
て
き
た
い
で

す
」
と
元
気
一
杯
。
食
事
は
「
出
さ
れ

た
も
の
は
ど
ん
な
も
の
で
も
一
応
は
食

べ
て
み
る
」
も
の
の
、
愛
用
の
健
康
食

品
持
参
で
万
全
対
策
。
体
調
管
理
に
は

人
一
倍
気
を
遣
っ
て
い
ま
し
た
。

(

本
町
支
店
ご
利
用)

す
。
南
米
の
氷
河
の
後
退
、
サ
ハ
ラ
砂 ペンギンの棲む南極へ上陸(1996年)

一
眼
レ
フ
「
ニ
コ
ン
F
6
0
1
」
を

手
に
し
た
の
は
9
年
前
。
初
め
て
応
募

し
た
千
葉
県
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で

初
入
選
。
以
後
、
全
国
各
地
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
挑
戦
し
8
年
間
で
1
0
0
賞
も

獲
得
し
た
坂
倉
さ
ん
。「
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
る
時
、
自
分
が
感
動
し
、
興
奮
し

て
い
れ
ば
出
来
は
上
々
で
す
。
そ
の
感

動
が
写
真
を
通
し
て
伝
わ
れ
ば
最
高
で

す
ね
」

東
京
・
港
区
に
あ
る
カ
メ
ラ
屋
さ
ん

被
写
体
は
風
景
、
鉄
道
、
祭
り
な
ど
多

様
で
す
が
、
な
か
で
も
渾こ

ん

身
の
一
枚
が

幕
張
新
都
心
の
ビ
ル
群
が
朝
日
に
浮
か

ん
だ
「
き
ら
め
く
メ
ッ
セ
」。
第
21
回

県
民
写
真
展
で
応
募
総
数
9
6
5
点
中

か
ら
見
事
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
き
ま
し
た
。

幾
度
も
通
っ
て
も
の
に
し
た
一
瞬
で
す
。

記
念
す
べ
き
1
0
0
賞
目
と
な
っ
た

の
は
、
お
ゆ
み
野
遊
歩
道
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
大
賞
で
二
重
の
喜
び
。
節
目

の
二
十
世
紀
末
、
昨
年
12
月
に
受
賞
し

て
「
競
争
は
良
い
刺
激
で
す
。
落
選
し
て

も
気
に
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ほ
か
の
コ
ン

テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
に
切
り
替

え
ま
す
か
ら
」と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

昨
年
、
評
判
を
聞
い
た
地
元
の
郵
便

局
か
ら
の
依
頼
で
初
の
作
品
展
を
約
7

か
月
間
開
き
、
県
内
の
丘
陵
、
水
、
鉄

道
な
ど
を
テ
ー
マ
に
6
作
品
を
展
示
替

え
し
な
が
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
会
場
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
共

感
の
声
に
励
ま
さ
れ
「
こ
れ
か
ら
も
1

5
0
賞
、
2
0
0
賞
を
目
指
し
た
い
」

と
ま
す
ま
す
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

(

四
街
道
南
支
店
ご
利
用)

の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
独
学

で
技
術
を
習
得
。

「
き
ら
め
く
メ
ッ
セ
」’96
第
21
回
千
葉
県
民
写

真
展
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞




